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ベト大学図書館問題研究会

大学図書館問題会研究京都支部

第 33回京都支部総会のご案内

大図研京都支部会員の皆様へ

支部総会を下記の要領で開催します。総会終了後には情報交換会を予定しております。

皆様の積極的なご参加をお待ち申し上げております。

記

B 時:2010 年 7 月 23 日(金)午後 7 時半~8 時半

※総会終了後、同会場にて情報交換会を予定

会 場:季節料理門(京都市左京区田中門前町 8) Tel : 075-72卜 3301

会場へのアクセス

京都市バス「百万遍」バス停より徒歩 5分(停車する主な系統:3，17，31，65，201，203) 
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O ご意見・ご要望、投稿は下記、電子メールまたは URLへお寄せください。

電子メール:kyoto@da i token. com 大学図書館問題研究会京都支部)

URL: http://www.daitoken.com/kyoto/index.htm 
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大学図書館問題研究会京都支部第 33回京都支部総会議案

[第 1号議案]

2009年度 (2009.7 ----2010. 6)活動総括および

2010年度 (2010.7 ""'-"201 L 6)活動方針

1. 2009年度活動総括

(1) 研究交流活動

2009年度は以下のように、 2009年 11月、 2010年 3月、 2010年 6月に大図研京都ヲン

ディセミナーを開催し、 3回程度のセミナー開催を目標とした年度目標を達成できまし

た。 l回目は、サービス提案をテーマにしたグ〉レープワークを取り入れるという初の試

みでした。 2回目は図書館員によるアプリケーションの開発とそれを支える体制をテー

マに、 3回目は、情報リテラシー教育における図書館員と教員の連携をテーマに行いま

した。いずれの回も当日実施したアンケートで好評をいただいています。

また、セミナ一広報については、従来のメーリングリスト等の他、昨年度から開始し

た案内チラシの送付対象に京都市内の大学の司書課程も追加しました。さらに、京阪神

の大学図書館へのメールでの案内も展開しました。加えて、 Twitterアカウント

rdaitokenkyotoJ による広報も開始しています。

以上により、セミナー参加者数の大幅増を実現しました (2008年度参加者総数:73 

名。 2009年度参加者総数:115名)。

なお、セミナー運営については、当日の運営への参加を募るなど、参加者との協働の

試みもスタートしています。また、アンケート調査を行い、適切な参加費設定の検討を

進めています。

1 )大図研京都ワンディセミナー「これからの大学図書館について考える:そのため

の視点と手法」

日時:2009年 11月 21日 (土) 13:30----16:45 

講師:井上創造先生(九州工業大学〉

場所:京都市国際交流会館 第2会議室

参加費:大図研会員は無料/非会員は 500円

参加者数:24名

2 )大図研京都ワンディセミナー「サービス向上・業務効率化に使えるアプリを企画

し試行提供するJ

日時:2010年 3月 22日(月・祝) 13:30""'-"16:40 

講師:前田朗氏(東京大学社会科学研究所図書室)

場所:京都市国際交流会館 第 3・4会議室

参加費:大図研会員は無料/非会員は 500円

参加者数:44名

3 )大図研京都ワンディセミナー「効果的な情報リテラシー教育を目指して:教育活

動における教員と図書館員の連携j
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日時:20J 0年 6月 J2日 (土) J3:50~J6:40 

講師:長浬多代先生(三重大学高等教育創造開発センター)

場所:京大会館 2 J J号室

参加費:大図研会員は無料/非会員は 500円

参加者数:47名

(2) 支部報

発行期日の遅れは生じましたが、年度当初にコンテンツ作成計画を策定し、計画的発

行に努め、所定の号数を発行しています。これによりセミナ一等の感想、や参加報告を掲

載し、セミナー等に参加できなかった支部会員への情報提供をはかつています。

寄稿については、会員はもとより非会員からも幅広く得ることができましたが、会員

に「発表の場を提供するJという目標の実現は、引き続いての課題です。

また、パックナンバーの電子化・保存を開始し、併せて、過去発行号の目次を遡及し

て支部サイトに掲載しています。この作業の完遂とこれに併せた国会図書館等への納本

は、継続課題となっています。

なお、今年度発行した支部報の目次は、次のとおりです。

1)支部報 No.27J (2009/08/15発行)

本大学図書館問題研究会第 32回京都支部総会を開催しました

* 2008年度活動総括および 2009年度活動方針

* 2008年度決算案および 2009年度予算案、会計監査報告

ホ2009年度大学図書館問題研究会京都支部役員

ホ大学図書館問題研究会第 32回京都支部総会 議事メモ・補足事項

*京都支部ワンディセミナーに参加して(伊賀由紀子)

*大図研京都支部ワンディセミナーの感想(久保山健)

2 )支部報 No.272(2009/10/15発行)

*大図研京都ワンディセミナーのご案内

*支部委員挨拶

*第羽田全国大会報告

*大図研京都支部忘年会のご案内

3 )支部報 No.273(2009/12/15発行)

*新春合同例会の案内

牢10年続く勉強会:京都大学図書系職員勉強会の紹介(石原三輪子)

牢カンボジア・大学図書館訪問記 etc(坂本拓)

4 )支部報 No.274(2010/02/15発行)

*大学図書館問題研究会京都支部 ワンディセミナーのご案内

キ大図研京都ワンディセミナー参加報告 はじめての大図研(谷航)

*第 11回図書館総合展報告:二度の出展を通して感じたこと(池田貴儀)

5 )支部報 No.275(2010/04/15発行)

*大図研京都ワンディセミナーのご案内

*大図研近畿 4支部新春合同例会参加報告大学図書館とキャラクターについて(谷

本千栄)

円。
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*図書系職員のためのアプリケーション開発講習会j にみる講習会そデルとサー

ビス向上・業務効率化への取り組み(大西賢人)

*興味や患いをかたちに変える~アプリケーション開発講習会の魅力(吉田弥生)

*外付け機能が面白し、!図書系職員が企画開発するアプリケーション(是住久美子)

*第 1]回灰色文献国際会議参加報告(池田貴儀)

6) 支部報 No.276(2010/06/15発行)

*大学図書館問題研究会第 33回京都支部総会のご案内

*大学図書館問題研究会第 33回京都支部総会議案

*京都支部委員の募集について

*京都支部 Webサイト移設等のお知らせ

*大学図書館問題研究会第 41回全国大会のご案内

(3) Webサイト、メーリングリスト、メールマガジン

ホームページでは、イベントのお知らせや、支部委員会の報告等、支部活動の記録を

定期的かっ迅速に掲載しています。 2010年 6月 30日現在、 8，405アクセスを得ています

(アクセスカウンター設置:2006年8月 22日)今年度よりアクセス解析を開始し、 Web

サイト充実の検討材料としています。また、 Webサイトおよび ML ryurjkamomeJ の運用

について、独自契約プロパイダから本部契約プロパイダのサイトへの移行を完了しまし

た。これにより、契約費用の圧縮とともに、今後のコンテンツ充実に備えた容量アップ

を実現できました。

メーノレマガジンは、「大図研京都支部 NewsLetterJ として、 no.84 (2009年 8月 7日)

から no.107 (2010年 6月 29日)を発行しました。支部委員会議事録、支部企画案内等

を随時送信することで支部活動をお知らせするとともに、月 1回のイベント案内を定期

的に発行し、好評を得ています。

(4) 組織活動

会員数は、 2010年 7月 1日現在日名で、 2009年度当初から 1名の減少です。図書館

から異動等に伴う退会がありながらも、新規会員を得ることできています。これは、セ

ミナー案内チラシへの入会案内同封や個別の勧誘等も積極的に行うなどした結果、セミ

ナー参加者から入会者を得るなどの成果に繋ったものです。

(5) 財政

昨年度に引き続き、会費納入率の向上に努め長期滞納者 O名を実現できています。ま

た、所定の会費徴収スケジュールに則った計画的な督促業務を行うことによって、低い

未納率も維持できています。なお、各年度の未納率は孜のようになっています。 2007年

度 2%、2008年度 4 %、2009年度 12%、2010年度目先 (2006年度以前は 0%。休会扱

い 1名を含む)。

(6) その他

全国大会では、支部会員から意見を募った上で大図研の運営改善等に関する提案を行

いました。また、大図研 Webサイトの更新プロジェクトについても提案を行っています。

その他、例年どおり「大学の図書館J うち、]号の編集を担当しています。

.4. 
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2. 2010年度活動方針

(1) 研究交流活動

会員のニーズに応じた研究活動の充実をはかり、会員の専門的力量形成と交流に役立

てるため、セミナ一等を 2回以上、開催します。また、積極的な参加と交流の実現のた

め、セミナー企画段階からの参加募集を試行します。適切な参加費設定の検討も引き続

き進めていきます。なお、地域における積極的な参加を促すため、京都および周辺地域

の大学図書館等、関連する組織への広報も継続していきます。

(2) 支部報

定期発行と正確で読みやすい誌面の作成とともに、広く寄稿を求めかっ連載記事を企

画することにより、コンテンツの一層の充実に努めます。また、自己啓発や会員間交流

の場としての支部報のみならず、より多くの会員に「発表の場を提供するj 支部報とな

るよう引き続き努力します。なお、パックナンバーの電子化・保存および過去発行号目

次の支部サイトへの遡及掲載作業を進め、国会図書館への納本及び大学図書館への寄贈

の実現を図ります。

(3) Webサイト、メーリングリスト、メールマガジン

京都支部の活動に関する情報をわかりやすくかっ迅速に提供するため、 Webサイトを

随時更新します。とくに支部報記事の電子化による積極的な公開や会員リンクの充実な

ど、コンテンツの拡充と会員問コミュニケーションの促進を一層強化します。また、メ

ールマガジンの定期的な発信を継続するとともに、 Twitterアカウントの積極的活用を

模索します。

(4) 組織活動

大学図書館問題研究会および京都支部の活動を説明し、会員を増やす活動を進めます。

セミナーをはじめあらゆる機会をとらえ、関連組織への広報の実施と入会の勧誘に努め

るだけでなく、魅力的な会報づくりや有益なセミナーの開催、会員交流の場の提供等、

充実した支部活動を行います。

(5) 財務

所定の会費徴収スケジューノレに従い、個々の会員へ個人別会費納入状況のお知らせや

振込用紙の発送を行うことで、会費納入率を維持します。また、長期滞納者を作らないー

ため、滞納の兆候が見られた段階での積極的な督促を行います。なお、節約の結果とし

て積み立てられた予備費を効果的に活用する方策として、有料の講師や連続セミナーに

向けての積立金を作成するものとするなど、研究交流活動の一層の充実策を引き続き検

討します。

(以下の議案は当日配布します)

[第 2号議案]2009年度決算報告活動総括及び 2010年度予算及び会計監査報告

[第 3号議案]20]0年度支部役員選挙

F
D
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京都支部委員の募集について

京都支部では、 2010 年度 (2010 年 7 月 ~2011 年 6 月)の京都支部委員を募集します。

研修に参加するだけでは飽き足らない、ネット上だけでは物足りないと考えている皆さ

ん、いっしょに大図研の活動を通して、図書館のこれからを創っていきませんか。

詳しくは以下をご覧ください。

] .募集対象

2010年 6月末時点で京都支部会員であるか 7月から京都支部に入会予定の方

2.募集期間

2010年 6月 28日(月) ~ 7月 16日(金)

3. 活動内容

・支部委員会への参加

1ヶ月 ""2ヶ月に一度、開催します。現在は京都大学で行っています。それ以外

の連絡調整は、 MLを使用しています。

-支部委員は各自以下にあげる担当を複数分担しますc なお、現在の支部委員は 10

名です。

支部長:連絡調整等

副支部長:支部長の補佐

全国委員:大学図書館問題研究会全国委員会への出席(年数回・東京)。全国大会で

の分科会運営

研究企画:セミナ一等の企画立案(実施にあたっては、広報等事前準備から当日の

運営まで、全支部委員で行し、ます)

支部報編集:r京都支部報j 記事の企画、編集校正

支部報印刷と発送:支部報の作成。その他広報物等の発送

メーノレマガジン:メールマガジン fyurikamomeJ記事の作成と送信

Webサイトと ML:京都支部 webサイトの作成と管理運営c 支部 Twitterによる情報

発信。支部委員会連絡・アーカイブ用サイトおよび MLの管理運

営

組織・財務:会員現勢管理。会費徴収。支部活動に関する収入支出管理

「大学の図書館j 嬬集:全国誌「大学の図書館」京都支部担当号の企画、編集校正

-支部委員会の活動内容は、京都支部サイト左側メニューにある I活動日誌j および

「支部委員会Jもご覧ください。 (http://www.daitoken.com/kyoto/index.htm)

4.応募・問合せ先

応募のお知らせやご不明な点の間合わせなどは、

京都支部メール:kyoto@daitoken. comまたはお近くの支部委員までお願いします。

-6・
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京都支部 Webサイト移設等のお知らせ

京都支部の Webサイト等を下記のように変更いたしましたので、お知らせいたします。

引き続き、新しい Webサイト等をご利用いただければと思います。また、お手数をおか

けいたしまして、誠に申し訳ございませんが、そのためにも、お気に入りやアドレス帳

をご変更いただけますよう、お願い申し上げます。

E京都支部の Webサイト

新田L:http://www.daitoken.com/kyoto/index.htm 
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究団憶で.絶緩ごとに会買が集まることのでぎる窓会"原創出ぜて都道府県単位で支g時窃Eiして活師Jています.1孔t:11
穴字図書E問題研究室司'"ームページ(http:l íww~"， .daital(en.co!Tl乃そご宜くだ担、.

E掲軍E履歴(最薮5件)
掲邑口 掲軍内容

201u.05，21支部締No.27引自次}モ褐銀レ玄した.

2010.05.08このヲイト (httpゴ('.'Y....ω 当事l口k=n.;::.rr..:kγ::.)，'ndex.h:m;::~:? a...-アきました.今段" ニヨコゥ Hをご
利用く疋a、.

2CIQ.0S.02大図窃草官コ.'ディ亡ミナーr間果ぎ亨芯!費011りデラhレ-"''1<''';申d で，n:'，邑釦 ξ:::.:-史冨と2害u商れ丑
堕J2010Z0;:..~12 自 f土10うど客間三，~刷::rl. r.-

2u 10.04.29 JK5悶主部否委員会(暢舌〉を渇依しました.

2u 10.03.08};;4固玄関重責主(11/舌)モ褐髭しました.

これ以前田置Eについては縄艶掴E:.'!"ご覧くださ弐守.

穴写包措π間同叉室率音書2拶 ブ々 ージザこC肘 4トに1 ぺ 血 合ηて元 ヲイトマフフ

ーイシ，-.;，ト ード引田ー

-支部委員会のメールアドレス

新アドレス:kyoto@dai token. com 

田 rMLゆりかもめJのメールアドレス

新アドレス:yurikamome@daitoken.com 

o Webサイトやプログをお持ちの方、京都支部の Webサイトからリンクを張りませんか? 0 

同じ支部の会員でありながら、普段はなかなか交流の機会がなく、お互いがどんな人なのか分か i

らない、ということはないでしょうか?

お互いの関心事などを共有していただき、会員交流の機会につながればと思い、支部会員リンク

:を設けています。ぜひ、この機会に会員交流の足がかりとして、ご活用いただければと思し、ます。

また、自前のページをお持ちでない場合は、京都支部の Webサイトにベージを掲載することもで i

i きます。

みなさまのご参加を心よりお待ちいたしております。詳しくは、次のページをご覧ください。

支部会員リンクの紹介

http://www.daitoken.com/kyoto/rnlink_application.htm 

現在公開中の支部会員リンク

http://www.daitoken.com/kyoto/rnlink.htm 
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大図研京都 No.276 (2010.6) 

大学図書館問題研究会第 41回全国大会のご案内

今年の全国大会は、大阪での開催です。この機会にぜひご参加ください。また、ご参加にあた

っての不明な点などありましたら、どうぞお気軽に支部委員会 (kyoto@daitoken.com) まで、お

問い合わせください。

参加お申し込みや大会についての最新情報は、第 41回全国大会の Webサイトをご覧ください。

https://sites.google.com/site/dtk2010osaka/ 

とき 2010年 8月 28日(土) ~30 日(月)

ところ: 千里ライフサイエンスセンタービル(受付は 6階)

交通案内:

地下鉄御堂筋線千里中央駅北出口徒歩 l分/大阪モノレール千里中央駅徒歩約10分

参加費:6，000円

ただし、 1日目か 2日目だけ参加の方は3，000円、 3日目だけ参加の方は1，000円

非会員の学生の方は1，000円

懇親会費:5，000円

プログラム

・8月28日(土 1日目

12:30 受付開始

12:45-13:00 ウェルカム・ガイダンス(初参加者向けオリエンテーションです)

13:00-14:50 全体会(研究会の会務について話し合います)

15:00-16:00 研究発表

土出都子氏(大阪大学附属図書館) rデジタルリポジトリ(仮題) J 

天野絵里子氏(京都大学附属図書館) rデータで見る大学圏書館員:

専門性はどこにある?仮題) J 

16:20一17:50 記念講演漬田信夫氏(大阪市立環境科学研究所) r本の虫と本のカピ(仮題)J 

18:30- 懇親会十地酒の会

. 8月29日(日 2日目

課題別分科会:午前 (9:00-12:00) /午後 (14:00-17:00)

午前: 第 1分科会大学園書館史 午後:第 5分科会機関リポジトリ

第 2分科会コレクション構築 第 6分科会利用者支援

第 3分科会リカレント教育 第 7分科会出版・流通

第 4分科会図書館システム 第 8分科会図書館経営

・8月30日(月 313目

9 :00-12:00 オープンシンポジウム

「大学図書館員は消耗品か?業務委託・市場化テストをめぐってj

自主企画:

「海外の図書館(を含む)写真展j 場所:事務局部屋 28 日 ~30 日

「天神橋筋商店街探訪 29日夜

「落語家と行くなにわ探検クルーズ 29日夜(先着15名様まで)

「エル・ライブラリー見学会J 30日午後(先着20名様まで)
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